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〈
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2
部
〉
⑧

環
境
に
配
慮

奪R

P
F
U
〈
石
川
県
か
ほ
く

市
、
輪
島
藤
夫
社
長
、
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は
、
ス
キ
ャ
ナ
I
や
情
報
端

末
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
の
開
発
な
ど
を
手
が
け

る
。
「
O

円。。ロ
H
H
J

開
〈
O

E
己
O
D
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

事震

電気；~蜜わる

3二子日Eヨ

掲
げ
、
環
境
対
応
型
製
品
や

ソ
リ
ュ

I
シ
ョ
ン
の
提
供
、

環
境
に
配
慮
し
た
工
場
や
事

務
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。こ

の
一
環
と
し
て
本
社
ビ

ル
の
環
境
負
荷
を
減
ら
す
た

た
だ
、
導
入
工
事
と
は
い

え
営
業
時
間
に
本
社
ビ
ル
の

空
調
を
止
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
「
休
日
を
利
用
し

た
集
中
工
事
と
な
っ
た
た
め

管
理
に
は
気
を
使
っ
た
」
。

P
F
U
の
施
設
管
理
を
担
当

す
る
山
本
利
治
P
F
Uラ
イ

フ
エ
I
ジ
ェ
ン
シ
l
執
行
役

員
は
当
時
を
振
り
返
る
。

間
隔
い
ら
ず

導
入
し
た
の
は
ダ
イ
キ
ン

製
の
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
I

燃
料
高
騰
リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ

め、

2
0
0
9年
1
月
に
空

調
設
備
の
更
新
に
合
わ
せ
て

ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
し

た
。
管
理
部
門
、
開
発
部
門

な
ど
が
同
居
す
る
本
社
ビ
ル

は
2
棟
か
ら
な
り
、
約
1
0

0
0人
の
社
員
が
働
く
。
既

存
の
吸
収
冷
温
水
発
生
機
に

よ
る
空
調
設
備
は
灯
油
を
熱

源
に
し
て
お
り
、
二
酸
化
炭

素
〈
C
0
2
）
排
出
量
と
燃

料
費
の
増
加
が
課
題
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
た
め
同
発
生

機
を
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー

に
替
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

た
製
品
は
六
角
形
で
あ
る
た

め
、
並
べ
て
も
間
隔
を
置
く

必
要
が
な
い
。

結
果
、
ダ
イ
キ
ン
に
よ
る

と
設
置
面
積
が
3
割
程
度
減

ら
せ
る
と
い
う
。
本
社
ビ
ル

と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
は

最
適
な
機
種
だ
っ
た
。
さ
ら

に
「
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
は
燃
焼

部
が
な
い
た
め
故
障
も
少
な

え
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の

徹
底
に
よ
り
、
日
年
4
1
9

月
期
の
C
0
2
排
出
量
は
導

入
前
の
関
年
4

9
月
期
に

比
べ
幻
・

6
%減
の
6
1
9

J
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
灯

油
を
燃
料
と
し
て
い
た
時
は

地
下
に
保
管
し
て
い
た
タ
ン

ク
か
ら
灯
油
が
し
み
出
す
恐

れ
や
燃
料
費
が
高
騰
し
た
場

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
課
題
解
決

「
ヘ
キ
サ
ゴ
ン
モ
ジ
ュ

ー
ル
チ
ラ
I
」
。
本
体
が

四
角
形
の
通
常
機
種
で

は
、
空
気
を
吸
い
込
む

空
間
を
つ
く
る
た
め

に
、
複
数
配
列
す
る
場

合
に
は
一
定
の
間
隔
を

あ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
導
入
し

六
角
形
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
チ
ラ
ー
で
コ
ン
パ
ク

ト
に
設
置
で
き
た

く
、
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
で

日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容

易
」
〈
北
村
幸
志
北
陸
電
力

石
川
支
店
営
業
部
副
課
長
）

と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。

問
題
を
解
決

ω年
1
月
に
ま
ず
、

5
階

建
て
の
ビ
ル
の
屋
上
に
チ
ラ

ー
を
3
台
設
置
。
続
い
て
日

年
2
月
に
は
7
階
建
て
ビ
ル

の
屋
上
に
日
台
設
置
し
た
。

ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
へ
の
切
り
替

P
F
U
は

町
年
度
か
ら

3
カ
年
の
取

り
組
み
を
定

め
た
「
第
5

次
環
境
行
動

…
計
画
」
に
掲
げ
た
す
べ
て

…
の
計
画
目
標
を
達
成
。
現

…
在
は
グ
リ
ー
ン
調
達
や
環

現
場
以
外
で
も

C
0
2
削

減

〈記事B

合
の
リ
ス
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
が
解
決

し
て
く
れ
た
」
〈
安
田
浩
P

F
U総
務
統
括
部
部
長
）
と

導
入
の
効
果
に
満
足
げ
だ
。

同
社
で
は
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

の
メ
リ
ッ
ト
を
圏
内
の
工
場

や
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
拠
点
、

グ
ル
ー
プ
企
業
に
も
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
考
え
。
グ

ル
ー
プ
全
体
で
一
層
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
C
0
2
排
出
量

削
減
を
図
る
方
針
だ
。

境
負
荷
低
減
活
動
を
継
承

し
た
日
年
度
か
ら
3
カ
年

の
「
第
6
次
環
境
行
動
計

画
」
を
全
社
的
に
展
開
中

だ
。
製
造
業
と
し
て
工
場

で
の
環
境
対
応
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
製
造
現
場
以

外
の
職
場
に
お
い
て
も
C

0
2
排
出
削
減
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〈
金
沢
支
局
長
・
堀
信

一）


